平成21年度「とんぼの未来・北の里づくり」事務経理担当者会議資料
[image: image1.emf]実施時期

（年月日）

診断結果 診断担当者 修復場所

実施時期

（年月日）

作業内容

施設区分：　　農用地 整備年度：　　昭和６１年　（防護柵はH2に設置）

施 設 名 ：　　－ 地区・区間等：○○集落地内

機能診断 修復履歴



鳥獣害防護柵の断

線が一部あり〔2箇

所〕

○○○○ 字○○内 H18.3.22 断線箇所の修復

異常なし ○○○○



H17.11.17

法面の一部に小規

模な侵食あり〔計３

箇所、幅20cm程度

の大きさ〕

○○○○ 字○○内

H16.11.8

H17.11.26

侵食部分に土を補

充し整形


農地・水・環境保全向上対策

～共同活動の手引き～

[image: image2.emf]実施時期

（年月日）

診断結果 診断担当者 修復区間等

実施時期

（年月日）

作業内容

H17.3.20

H17.3.22

H18.3.18

H18.3.20

機能診断

H17.11.17

一部分にはらみあり

〔○○分水の下流に

約30mの場所の2m

程度の範囲〕

○○○○



施設区分：　　開水路 整備年度：　　昭和５８年

施 設 名 ：　　○○○○水路 地区・区間等：　　－

修復履歴

H16.11.8

目地部分が一部開

いている〔○○分水

ゲート～△△分水

ゲートの範囲〕

○○○○

○○分水

ゲートから、

○○分水

ゲートまで

モルタルを充填材と

した目地詰めを実

施

○○分水

ゲートから、

下流に約○

○m



目地部分が一部開

いている〔△△分水

ゲート～△△分水

ゲートの範囲〕

○○○○

△△分水

ゲートから、

△△分水

ゲートまで

H17.11.26

側壁背面の過剰な

土を取り除き、側壁

を適正位置に再設

置

モルタルを充填材と

した目地詰めを実

施


　農林水産省農村振興局

第一章　資源の適切な保全管理に必要な活動（基礎部分）

Ⅱ　計画策定　－Ｐ6～Ｐ7抜粋－
共同作業計画の策定　

[image: image3.emf]実施時期

（年月日）

診断結果 診断担当者 修復場所

実施時期

（年月日）

作業内容

H16.11.10

給水栓ボックスの一

部に補強が必要なも

のがあり〔3箇所〕

○○○○

施 設 名 ：　　○○○○水路　

○○集落内

農地

機能診断 修復履歴

地区・区間等：　　－

施設区分：　　パイプライン 整備年度：　　昭和６３年

H17.11.19

遮光施設の固定状

況が一部不十分

○○○○ ○○調整池



H17.3.9

洗掘箇所の埋め戻

し及びボックスの傾

き修正

H17.12.10 施設を確実に固定


【活動のねらい】

協定に位置付けた施設について、その施設能力を維持するためには、施設の点検結果等を踏まえ、当該年度の共同作業計画を策定し、計画に沿って効率的に共同活動を行うことが大切です。

【活動内容】

協定の対象となる農用地、開水路等の共同活動について、点検結果等を踏まえて、施設、活動項目、実施時期、活動内容、役割分担等具体的な年度の共同作業計画を策定します。
共同作業計画の記録様式は自由ですが、次頁に2種類を例示します。

【配慮事項】

・計画の作成に当たっては、活動組織の構成員が活動に参加しやすい曜日や作業分担等となるよう留意することが大切です。共同活動の参加者に計画を周知するには、地区の公民館や集会所に掲示したり、回覧板・広報誌等を活用し参加を呼びかけることが必要です。

・また、作業当日の緊急対応のために、事前に土地改良区や市町村関係者との連絡体制を作っておく必要があるとともに、傷害保険への加入等、不測時の対応についても検討することが重要です。
（様式1）

[image: image4.emf]実施時期

（年月日）

診断結果 診断担当者 修復場所

実施時期

（年月日）

作業内容

施設区分：　　ため池 整備年度：　　昭和５０年

施 設 名 ：　　○○ため池 地区・区間等：　　－

機能診断 修復履歴

H16.11.10

洪水吐表面の一部

にひび割れあり

〔20cm程度の長さ〕

○○○○ 堤体 H17.2.20

ポリマーセメントモ

ルタルの塗布を実

施

H17.11.19

遮水シートの一部に

破損〔長さ5cm程度

の亀裂〕

○○○○ 遮水シート H18.2.26 同一資材の接合


[image: image5.emf]実施時期

（年月日）

診断結果 診断担当者 修復区間等

実施時期

（年月日）

作業内容



H17.11.26

侵食部分に土を補

充し整形

H18.3.18

モルタルでものと形

状を復元



側溝側壁に一部破

損あり〔幅20cm程度

の大きさ〕

○○○○

字○○内の

側溝

H17.11.17

路肩・法面に水みち

あり〔幅10cm程度の

大きさ〕

○○○○

字○○内の

路肩・法面

機能診断 修復履歴

H16.11.8

路面の一部にひび

割れあり〔30cm程度

の大きさ（幅1cm程

度）〕

○○○○

字○○内の

路面

H16.6.10

アスファルト乳剤系

の補修材による補

修を実施

施設区分：　　農道 整備年度：　　昭和６２年

施 設 名 ：　　農道○○－○○線 地区・区間等：　　○○集落地内

（様式2）

第二章　農地・水向上活動（誘導部分）
Ⅰ　機能診断　＜施設の機能診断・診断結果の記録管理＞
○農用地（記載例）－Ｐ38抜粋－
[image: image6.emf]３月中旬 開水路 開水路の目地詰め ○○水路関係農業者 ○○水路全域

５月中旬

農道 破損施設の改修 責任者：○○ ○○線

路面のひび割れの補修

△△、□□、×× △△分岐～××地点

※「活動場所」は、点検の結果、施設全域ではなく、活動の場所を特定する場合に記載

 　「活動項目・内容」は、活動指針の活動項目及び具体的な活動の内容を記載

活動場所

施　　設

実施予定時期

活動の内容

参加者

活動項目・内容


○開水路（記載例）－Ｐ41抜粋－

[image: image7.emf]４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 主な分担

農用地 農業者

機能診断

農業者

畦畔の再築立

農業者

農用地法面の初期補修

開水路 農業者

機能診断

農業者

水路側壁のはらみ修正

農業者

目地詰め

農業者

きめ細やかな雑草対策 きめ細やかな雑草対策

自治会

ため池 農業者

機能診断

農業者

遮水シートの補修

水土里ネット

農業者

表面劣化への対応

農業者

ゲート類の保守管理（屋内保管・再塗装）

（※）は異常気象等が発生後適宜実施 （※）

農業者

異常気象等後の見回り・応急措置

水土里ネット

農道 農業者

機能診断

農業者

目地詰め

農業者

　　　　路肩・法面の初期補修

自治会

農業者

　　　　機能診断・補修技術の研修

自治会

場所を記

述も


○パイプライン（記載例）－Ｐ44抜粋－
[image: image8.emf]４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 主な分担

農用地 農業者

点検

農業者

草刈り 草刈り

農業者

遊休農地の保全管理

開水路 農業者

点検

農業者

配水操作

農業者

草刈り 草刈り

自治会

農業者

泥上げ

自治会

ため池 農業者

点検

農業者

見回り 見回り 見回り 見回り 見回り

農業者

配水操作

農業者

草刈り 草刈り

水土里ネット

農業者

泥上げ

水土里ネット

農業者

施設清掃

農業者

管理道路の管理

農道 農業者

点検

農業者

砂利補充

農業者

草刈り 草刈り

自治会

農業者

泥上げ

場所を記

述も


○ため池（記載例）－Ｐ47抜粋－
[image: image9.emf]３月下旬 開水路 水路の泥上げ ○○水路関係農業者 ○○水路全域

５月下旬 農地 農地法面の草刈り 農業者個々の実施 地域全体

※「活動場所」は、点検の結果、施設全域ではなく、活動の場所を特定する場合に記載

実施予定時期

活動の内容

活動場所 参加者

施　　設 活動項目


○農道（記載例）－Ｐ49抜粋－
[image: image10.emf]


Ⅱ　計画策定　＜年度活動計画の策定＞
（様式１）

（様式２）

第三章　農村環境向上活動（誘導部分）
農村には、生態系、景観、地下水、有機資源等、様々な自然環境要素、すなわち環境資源があります。特に、農用地は、洪水を防止したり、地下水をかん養（補給）する役割等の多面的な機能を持っており、広い意味で環境資源ととらえることができます。

このような環境資源の質を高めるために、農村環境向上活動を行います。

農村環境向上活動には、大きく分類して、「生態系保全」、「水質保全」、「景観形成・生活環境保全」、「水田貯留機能増進・地下水かん養」、「資源循環」の5種類の活動があります。

これらの活動は、地域の課題であると同時に、ひいては生物多様性条約に基づく生物多様性の保全、ラムサール条約に位置付けられた湿地の保全及び地球温暖化対策（気候変動枠組条約）等に通じるものでもあります。

生態系や景観は、その地域の気候や地形、地質等の自然的条件や、人による土地の利用等の社会的条件によって異なります。このことを踏まえ、活動の実施にあたり、どのような活動を通じて農村環境を保全していくのかについては、地域の現状（自然的状況や社会的条件等）を整理し、地域の持つ特徴や課題等を整理した上で、その特徴を伸ばす活動や、課題の解決に繋がるような活動がワークショップ等を活用して選択されることが望まれます。

なお、農村地域の環境保全に関する基本計画として田園環境整備マスタープラン（後述）が定められている場合があるほか、各自治体の地域計画の内容も参考に、有識者の意見を伺いつつ、実施する活動を検討します。

農村環境向上活動のテーマと地域の特徴
	活動のテーマ
	どういう活動か
	活動が効果的だと想定される地域の特徴
	参考頁

	生態系保全
	農村地域及び周辺の動植物を守り、豊かな生態系にする活動
	・希少な生き物が生育・生息する地域

　（生育：植物が育つ、生息：動物がすむ）

・生態系に配慮した水路等を設置した地域

・外来生物の侵入が著しく、駆除が急がれる地域
	p217

	水質保全
	農村地域及び周辺の水質をよくする活動


	・下流に水質を保全するあるいは向上しなければいけない池沼等がある地域

・利水上水質を保全するあるいは向上しなければいけない地域
	p251


	景観形成・生活環境保全
	農村地域及び周辺の景観及び生活環境をよくする活動
	・美しい農村景観が形成されている地域

・農用地・農業用水等で地域の生活環境が保全・向上できる地域
	p266

	水田貯留機能増進・地下水かん養
	水田に貯水することにより、洪水を抑制する機能を増進したり地下水のかん養を行う活動
	・下流に大雨による被害が多い箇所がある地域

・下流又は周辺に地下水利用が多い箇所がある地域
	p280


	資源循環
	地域の資源の循環をはかる活動
	・地域の有機資源、エネルギー資源等を循環により有効利用できる地域
	p287


＜生態系保全計画の例＞　－Ｐ172抜粋－


□○地域　生態系保全計画

1． はじめに（基本方針）

本地域は、○○山の山麓に広がる○○扇状地の中央部にあって、清廉な△○川の恵みをうけ広大な水田地帯が広がっている。

本地域の字△○周辺は、○△町誌においても記述されている植物の△○□の群生地であり、また、ほ場整備事業で設置された□△水路付近は、△□△の生息地となっている。

本活動計画は、地域における重要な自然環境である△○□と△□△に関して、その生育・生息地の保全の概要を示したものである。

なお、本計画を設定するにあたって、植物に詳しい町立△○中学校元教諭□凸○夫氏及び、昆虫に詳しい農業□○△子氏のご意見を伺った。
2． 活動範囲

活動の範囲は、本地域の内、字△○周辺における△○□の群生地及び□△水路付近の、△□△の生息地とする。

（別添活動範囲図参照）
3． 活動内容（保全する生物、保全方法等）

活動は、△○□の群生地における夏場の草刈り及び□△水路付近△□△生息地における草刈り及び泥上げ並びに種々の普及・啓発活動である。

①△○□の群生地の夏場の草刈り

春先に可憐な花を咲かせる△○□は、日当たりの良い草地を好むため、夏場に生育地の
周辺の草刈りを行う。

草刈りは△○□保存部会で、年１回実施するものとし、刈草は、隣接の□凹氏のほ場に集積する。なお、△○□は、盗掘されないよう、管理には十分注意する。
②△□△生息地における草刈り及び泥上げ

△□△は、水田地域において普通に生息する淡水魚類であるが、最近の環境の変化により、減少しているといわれている。

この魚には、ある程度の水の流れが必要であることから、年数回の草刈り及び年１回の泥上げが必要といわれている。

草刈り及び泥上げは△□△保存部会で実施するものとし、刈草は、隣接の○□氏のほ場、あげた泥は、町の廃棄物運搬車で持ち出してもらうこととする。

なお、周辺のほ場の所有者は、除草剤等の使用を控えることとする。

生態系２　－Ｐ173抜粋－


③啓発・普及活動

年１回勉強会を開催する。

また、水路の泥上げに合わせ、△○小学校の生物観察に協力する。
4． 年度活動計画
概ね下表の活動を考えている。

	テーマ
	生態系保全

	月
	活動項目・内容
	参加者

	４
	「生態系保全計画の策定」：年度活動計画の打ち合わせ
	△○□保存部会＋△□△保存部会（合同）

	５
	「生物の生活史を考慮した適正管理」：水路泥上げ

「学校教育との連携」、「生物の生息状況の把握」：△○小学校生物観察
	△□△保存部会

△○△保存部会と△○小学校の学童

	６
	「生物の生活史を考慮した適正管理」：水路草刈り
	△□△保存部会

	７
	
	

	８
	「学校教育との連携」、「生物の生息状況の把握」：△○小学校生物観察
「生物の生活史を考慮した適正管理」：水路草刈り
	△○△保存部会と△○小学校の学童
△□△保存部会

	９
	
	

	10
	「生物の生活史を考慮した適正管理」：△○□群生地及び水路草刈り
	△○□保存部会＋△□△保存部会（合同）

	11
	
	

	12
	
	

	１
	
	

	２
	「学校教育との連携」：生態系勉強会（出前講座）
	△○□保存部会＋△□△保存部会（合同）

	３
	
	


生態系３　－Ｐ174抜粋－


（別添）

　　　　　　　　　生態系保全活動範囲図
　　　　　　　　　　　　　（協定に添付する別紙様式１）


＜水質保全計画の例＞　－Ｐ180抜粋－

□○地域　水質保全計画

1． はじめに（基本方針）

本地域は、□▽湖の上流に広がる水田地帯で、○○盆地の中央部にあって、清廉な△○川の恵みをうけた優良農用地となっている。しかしながら、近年混住化により、水質の悪化がみられ・・・・・

本地域では、水路沿いにヨシを植栽し、それを共同で管理することにより、悪化している水質を浄化するとともに、その状況を小学生による簡易水質調査で監視し、環境教育にも貢献するものとする。

なお、本計画を設定するにあたって、有識者として、町立△○中学校教諭□○夫氏及び農業　□○△子氏のご意見を伺った。
2． 活動範囲

活動の範囲は、本地域の内、□△水路のヨシ植栽箇所及び字△○周辺における観測場所とする。

（別添活動範囲図参照）

3． 活動内容（保全方法等）

活動は、□△水路のヨシの管理（草刈り及び清掃）及び字△○周辺における水質簡易測定並びに種々の啓発・普及活動である。

①□△水路のヨシの管理

□△水路のヨシは、平成○年に□▽事業により植栽されたものである。

梅雨期から夏期は、水路沿いの雑草が繁茂するとともに、ごみが散在するため、月１回の管理として草刈り及び清掃を行うことが必要である。なお、９月より翌年５月までは、草丈の伸長が遅いため２か月に１回の清掃を行うこととする。

②字△○周辺における簡易水質観測

当該箇所は、地区の下流にあり、水質のチェックは重要な活動である。この活動を、□▽小学校□年生の総合学習の時間に行い、環境教育にも資するものとする。

③啓発・普及活動

年１回、水質保全に関しての勉強会を開催する。

また、水路の管理（清掃活動）に合わせ、△○小学校の写生大会に協力するものとする。

水質保全２　－Ｐ181抜粋－


4． 年度活動計画
概ね下表の活動を考えている。

	テーマ
	水質保全

	月
	活動項目・内容
	参加者

	４
	「水質保全計画の策定」：年度活動計画の打ち合わせ


	活動組織代表＋□小学校教諭、ＰＴＡ代表

	５
	「水質保全を考慮した施設の適正管理」：水路沿い清掃


	活動組織

	６
	「水質保全を考慮した施設の適正管理」：水路沿い草刈り及び清掃
	活動組織

	７
	「学校教育等との連携」、「水質保全を考慮した施設の適正管理」、「水質モニタリングの実施・記録管理」：水路沿い草刈り及び清掃、水質分析

（□小学校と合同）
	活動組織＋□小学校ＰＴＡ

	８
	「水質保全を考慮した施設の適正管理」：水路沿い草刈り及び清掃
	活動組織

	９
	
	

	10
	「水質保全を考慮した施設の適正管理」：水路沿い清掃

「学校教育等との連携」：□小学校写生大会
	活動組織
□小学校□年生

	11
	
	

	12
	「水質保全を考慮した施設の適正管理」：水路沿い清掃
	活動組織

	１
	
	

	２
	「水質保全を考慮した施設の適正管理」：水路沿い清掃

「啓発活動」：水質保全勉強会
	活動組織



	３
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（別添）

水質保全活動範囲図

（協定に添付する別紙様式１）








＜景観形成計画の例＞　－Ｐ188抜粋－


□○地域　景観形成計画

１．　はじめに（基本方針）

本地域は、歴史的に・・・・、○○山の山麓に広がる、○○扇状地の中央部にあって、清廉な△○川の恵みをうけ・・・・・。その景観は、日本では、比較的普通に見られる農村風景であるが、世界的に見ると非常に貴重なものであり、専門家の□○氏もその保全が重要であると指摘している。

本地域の□△水路沿いは、アジサイの植栽により景観形成がなされているとともに、字△○周辺は、○△町誌においても記述されている美しい農村景観の代表地である。

本活動計画は、地域における美しい農村景観を代表する□△水路沿い及び字△○について、景観形成することを目的として設定されたものである。

なお、本計画を設定するにあたって、有識者として、町立△○中学校元教諭□凸○夫氏及び農業□○△子氏のご意見を伺った。

２．　活動範囲

活動の範囲は、本地域の内、□△水路のあじさい植栽箇所及び字△○周辺における農村景観とする。（別添活動範囲図参照）

３．　活動内容

活動は、□△水路のアジサイの植栽の管理及び字△○周辺における農村景観の管理並びに種々の啓発・普及活動である。

①□△水路のアジサイの植栽の管理

□△水路のアジサイは、付近の△○寺の境内のアジサイが町の名所になっていることにちなみ平成○年に植栽されたもので、地域全体として、良好な景観をつくりだしている。

梅雨期から夏期においては、水路沿いの雑草が繁茂するとともに、ごみが散在するため、景観の維持のため月１回の草刈り及び清掃を行うことが必要である。なお、９月より翌年５月までは、２か月に１回の清掃を行うこととする。

②字△○周辺における農村景観の管理

当該箇所は、屋敷林が良好な農村景観を形成しており、町誌にも記載されている。

この景観を守るために、２ヶ月に１回はさ木の周辺の清掃活動及び屋敷林の下草刈り、清掃活動を実施することとする。

③啓発・普及活動

年１回景観に関しての勉強会を開催する。

また、あじさい水路の管理（清掃活動）に合わせ、△○小学校の写生大会に協力するものとする。

景観形成２　－Ｐ189抜粋－


４．　年度活動計画

概ね下表の活動を考えている。

	テーマ
	景観形成計画

	月
	活動項目・内容
	参加者

	４
	「景観形成・生活環境保全計画の策定」：年度活動計画の打ち合わせ


	あじさい水路管理部会＋△○農村景観保存部会（合同）

	５
	「施設等の定期的な巡回点検・清掃」：水路沿い清掃
	あじさい水路管理部会

	６
	「施設等の定期的な巡回点検・清掃」：水路沿い及び屋敷林等草刈り及び清掃
	合同

	７
	「施設等の定期的な巡回点検・清掃」：水路沿い草刈り及び清掃
	あじさい水路管理部会

	８
	「施設等の定期的な巡回点検・清掃」：水路沿い及び屋敷林等草刈り及び清掃
	合同

	９
	
	

	10
	「学校教育等との連携」、「施設等の定期的な巡回点検・清掃」：水路沿い及び屋敷林等清掃

小学校写生大会
	合同

	11
	
	

	12
	水路沿い及び屋敷林等清掃
	合同

	１
	
	

	２
	水路沿い及び屋敷林等清掃

景観勉強会
	合同



	３
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（別添）

景観形成活動範囲図

（協定に添付する別紙様式１）


＜水田貯留機能増進計画の例＞　－Ｐ195抜粋－


□○地域　水田貯留機能増進計画

1． はじめに（基本方針）

本地域は、歴史的に・・・・、○○山の山麓に広がる、○○扇状地の中央部にあって、清廉な△○川の恵みをうけ・・・・・。

本地域の□△水路沿い○△集落は、低平地で、毎年のように湛水の被害を被っているため、上流に分布する水田について、貯留機能を増強することが求められている。

□○県によれば、地域内約27％の水田について、排水枡に排水調整板を設置して、適切に管理することにより、水路沿いの被害を減らすることができるため、本水田貯留機能向上活動計画では、30%以上の協力水田を求め、排水調整板を設置することとした。

なお、本計画を設定するにあたって、有識者として、□□研究所□○主任研究員及び農業普及員　□○△子氏のご意見を伺った。

2． 活動範囲

活動の範囲は、本地域の内、30％以上の面積の水田で実施するものとする。

（別添活動範囲図参照）

3． 活動内容

活動は、各水田の排水桝の中に、排水調整板を設置し、大雨時に水田に一時的に貯水し、水田の貯留機能を向上させるもので、併せて種々の普及・啓発活動も実施するものである。

①排水調整板の設置及び管理

□△県が示した規格の排水調整板を、かんがい期の4月から10月にかけ設置し、必要に応じて見回り等を行い、管理するものとする。

調整板の管理については、以下のことに注意すること

・調整板の穴は、排水機能を残したものであるため、その穴に草等がつまらないようにする。

②啓発・普及活動

年１回水田の貯留機能に関しての勉強会を開催する。

水田貯留機能増進２　－Ｐ196抜粋－

4． 年度活動計画

概ね下表の活動を考えている。

	テーマ
	水田貯留機能増進

	月
	活動項目・内容
	参加者

	４
	「水田貯留機能増進・地下水かん養に係る地域計画の策定」：年度活動計画の打合せ

「水田の貯留機能向上活動」：排水調整板の設置
	農業者、地域住民（非農家）

都市住民

農業者、都市住民

	５
	「地域排水機能向上のための施設操作」：見回り（多雨時）
	農業者

	６
	「地域排水機能向上のための施設操作」：見回り（多雨時）
	農業者

	７
	「地域排水機能向上のための施設操作」：見回り（多雨時）
	農業者

	８
	「地域排水機能向上のための施設操作」：見回り（多雨時）
	農業者

	９
	「地域排水機能向上のための施設操作」：見回り（多雨時）
	農業者

	10
	「地域排水機能向上のための施設操作」：見回り（多雨時）

「水田の貯留機能向上活動」：排水調整板の撤去
	農業者

農業者

	11
	
	

	12
	「啓発活動」：水田等の貯留機能の勉強会
	農業者、地域住民（非農家）、都市住民

	１
	
	

	２
	
	

	３
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（別添）

水田貯留機能増進活動範囲図

（協定に添付する別紙様式１）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

















＜資源循環計画の例＞　－Ｐ202抜粋－

□○地域　資源循環計画

1． はじめに（基本方針）

本地域は、自然環境としては、○○山の山麓に広がる、○○扇状地の中央部にあって、清廉な△○川の恵みをうけ・・・・・。また本地域の□△水路沿いの農用地は、有数の○□の栽培適地である。

一方、都市化に伴い、家庭からの生ごみは年々増加しており、何らかの有効活用ができないか集落で検討してきた。このため、本活動組織では、家庭からの生ごみを収集し、たい肥化し農用地に還元することとした。

なお、本計画を設定するにあたって、有識者として、△○高等学校教諭□凸○夫氏及び（株）□建設技師長　□○△子氏のご意見を伺った。

2． 活動範囲

活動の範囲は、本地域の農用地とする。

（別添活動範囲図参照）

3． 活動内容（循環する資源、循環方法等）

活動は、家庭からの生ごみの回収・たい肥化及び農用地還元並びに種々の普及・啓発活動である。

①家庭からの生ごみの回収等

概ね週１回、家庭等からの生ごみを回収する。回収した生ごみは○○に集め、たい肥化する。たい肥は、所定の農用地に還元する。

②啓発・普及活動

年１回、報告会において資源循環に関しての勉強会を開催する。

資源循環２　－Ｐ203抜粋－

年度活動計画

　概ね下表の活動を考えている。

	テーマ
	資源循環

	月
	活動項目・内容
	参加者

	４
	「資源循環に係る地域計画の策定」：年度活動計画の打ち合わせ
	□○資源循環研究会、女性会合同

	５
	「有機性資源のたい肥化」：生ごみの収集、たい肥化
	女性会、資源循環研究会役員

	６
	同上
	同上

	７
	同上
	同上

	８
	同上
	同上

	９
	同上
	同上

	10
	同上
	同上

	11
	同上
	同上

	12
	同上
	同上

	１
	同上
	同上

	２
	同上
	同上

	３
	同上

「啓発活動」：報告会
	同上

□○資源循環研究会、女性会合同


資源循環３　－Ｐ204抜粋－

（別添）

資源循環活動範囲図

（協定に添付する別紙様式１）
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排水調整板設置水田


（Ｈ○年度）








点検活動結果も踏まえて、次のウの実践活動の当該年度の作業計画が策定されていること。


※ウとは、本手引きでは「Ⅲ　実践活動」（p8）を示す。





○△集落























△○□群生地





□△水路（△□△生息地）











□△水路


（簡易水質調査地点）





□△水路


（ヨシ植栽・管理）











字△○の農村景観の管理





□△水路（アジサイの植栽・管理）





防護柵





生ごみ回収（集落全域）
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